
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

(資料)内閣府資料より作成 。 

 街角景況感を示す景気ウオッチャー調査では、「現状判断」が 5 か月連続で

楽観水準となったものの、方向感は 5 か月ぶりに悪化に転じた 。また、2～3 か

月先の見通しを示す「先行き判断」についても、楽観水準は維持しつつも、直近

2 か月の方向感は悪化している。「現状判断」、「先行き判断」共に、これまで経

済再開の進展を背景に改善してきた景況感に息切れが見え始めた。 
今回の回答では、物価上昇への懸念が多かった一方、春闘などの報道を受

け今後の賃上げに期待する声もみられた。5 月分の毎月勤労統計では、給与

（現金給与総額）が前年同月比＋２．５％と春闘結果を反映し大幅な伸びを見せ

たが、物価の影響を除去した実質賃金はマイナスのままであった。今後、賃金

上昇幅が拡大し実質賃金が上向くかが、景況感のカギを握る。 
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